
常緑樹林中に生える。葉は広卵形、急鋭頭、基部は心形、長さ5-12cm、幅3-8cm、脈間がくぼんで、一見

ギボウシ属のようである。花茎は高さ15-30cm、直立する。7-8月、帯白色ときに紫黒色の花を十数個つけ
る。

2019年に西播磨で見つかった。狭い範囲だが株数は

多い。2020年版で要調査からAランクに変更した。

生育地である樹林の保全が重要である。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：丸岡道行

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

西播磨

■ 国内分布

北海道、本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

ラン科

兵庫県ランク…ギボウシラン
環境省ランク… ENLiparis  auriculata  Blume ex Miq.


